
補助対象認定事業一覧

№ プロジェクト名 事業費 事業概要 実施主体 補助金額 備　　考

1 ①地産地消 1,015,350 500,000

2 ①地産地消 170,000 85,000

3 ②ブランド化 2,045,205 409,041

4 ②ブランド化 780,000 390,000

5 ②ブランド化 1,297,800 500,000

6 ②ブランド化 982,800 真田　良幸 491,400

7 ②ブランド化 251,600 大竹　八郎 125,800

8 ②ブランド化 450,000 小林　　茲 225,000

9 ②ブランド化 330,000 山田　信幸 165,000

10 200,000 100,000

11 606,000 303,000

12 200,000 100,000

13 ④環境保全 71,400 35,700

単位(円）

学校給食用馬鈴薯選別機の導入
により、効率的・安定的な食材供給
に努める。

学校給食
食材供給ｸ
ﾞﾙｰﾌﾟ(西城
戸）

学校給食用食材の主要産物である馬鈴薯の選別機、
移植機を導入することによって、作業・規格の効率化・
均質化が図られ、安定供給と規模拡大が期待できる。

小中学校における地元の食材を使
用した調理実習と講話により、食育
活動の推進を図る。

食生活改
善推進連
絡協議会

小中学校の児童・生徒及び親を対象とし、地元食材を
利用した料理講習会の開催により、地域における食文
化の継承、食育の推進が図られる。

さくらんぼの雨よけ設備を新設する
ことにより、収益性の向上とブランド
化を目指す。

(有)会津さ
くらんぼ村

既存の露地栽培に雨除けハウスを新設することにより
、安定・高品質生産が図られるとともに、併せて直売所
の設置により、所得の確保、地域活性化につながる。

大豆生産において、新たに特別栽
培を実施するための対策として、大
豆除草機・カルチベータを導入し、
生産した大豆は、みそ加工施設に
おいて加工し、ブランド化に努める
。

ドリーム生
産組合

転作大豆生産において、除草機の導入による減農薬
栽培を図り、地域内にある味噌加工施設を利用した流
通販売により、ブランド化、活性化が期待できる。

自家生産ブドウを活用した、ワイン
の生産・販売のためのワインストッ
カーを購入し、付加価値生産、地域
活性化に努める。

小森ぶどう
園

良質な原料ぶどうの生産をはかるための機械や、良好
な環境でワインを保管するための低温貯蔵庫の導入
により、良質なワインの販売によるブランド化につなげ
ることができる。

転作作物（そば、小麦、大豆等）に
おける生産用機械を導入し、今後
味噌、そばの加工販売による販路
拡大により、所得の確保を目指す。
（次年度加工施設建設予定）

次年度の加工施設建設に向けて、転作物の安定生産
が図られるとともに、集落内の農地、作業集積により、
地域活性化にもつながる。

新たな加工品、観光・体験農業等
の素材としてのラズベリー（木いち
ご）、サルナシ等の栽培により、地
域特産品としての産地化、地域活
性化を図る。

地域の特色を生かした新たな産物の導入によって、所
得の向上を図るとともに、加工、観光としての素材利用
により、地域活性化にもつなげることができる。

山林を整備し、松茸の生産・販売に
よる所得の確保、地域活性化を目
指す。

アカマツの林を手入れすることで、松茸山が再生され、
松茸の生産・販売による所得の確保が図られるととも
に、農業振興、地域活性化につなげることができる。

評価も高く、需要も多い会津地鶏の
雛を購入し、会津地鶏の会津ブラン
ドとしての確立と地域活性化を目指
す。

市内における会津地鶏の雛供給施設が設置されたこ
とにより、会津地鶏の生産をとおし、所得の確保、ブラ
ンド化を図ることができる。

③交流体験
④環境保全

耕作放棄地の解消に向けた、土壌
改良（明渠掘削・バックホー委託）に
よる野菜の生産販売と農業体験の
受入れにより、環境保全、地域活性
化を目指す。

アグリピュ
アハウス

耕作放棄地を活用して、野菜の生産・販売や農業体験
を受け入れることにより、農地の有効活用、農村の活
性化につなげることができる。

③交流体験
④環境保全

そば打ち体験や新そば会、しいた
け・なめこのオーナー制などを通し
、都市住民との交流、地域活性化
を図る。

闇川まるご
と自然を生
かし隊

地域ぐるみの取り組みにより、耕作放棄地の有効利用
と、地域の特性を生かした森林資源の利用によるオー
ナー制をとおし、地域の魅力を最大限に生かした事業
展開により、農村集落機能の維持、地域活性化が期
待できる。

③交流体験
④環境保全

親子参加による魚のつかみ取りや
木工品づくりなど、水産・森林資源
を活用した交流体験イベントの開催
を通し、地域資源の保全に努める。

いで湯と清
流の里実
行委員会

地域が有する水産・森林資源を生かした交流体験事
業により、地域資源、環境保全に努めることができ、地
域活性化が期待できる。

耕作放棄地解消に向け、刈払機（２
台）を購入し、そば栽培による環境
保全に努める。

「ホタルの
里」そば倶
楽部　

耕作放棄地が解消されることで、農村地域の環境が保
全され、農村の活性化につなげることができる。
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